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沿
革
の
大
要

県
遺
族
厚
生
連
盟
の
創
立
総
会
に
基
づ
き
、
昭
和
二
十
七
年
五
月
当
時
、
安
芸

郡
二
十
二
町
村
の
戦
没
者
遺
族
六
、

一
O
五
世
帯
の
遺
族
と
し
て
の
地
位
確
保
の

熱
意
に
応
え
、
安
芸
郡
遺
族
連
合
会
と
し
て
結
成
を
見
た
。
会
長
に
は
、
当
時
の

海
田
町
長
で
あ

っ
た
頼
淳
忠
雄
氏
を
推
薦
し
た
。

発
足
直
後
に
お
い
て
は
、
当
時
の
会
長
以
下
役
職
員
の
苦
労
は
、

日
々
の
奉
仕

に
追
わ
れ
な
が
ら
の
業
務
で
あ
り
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
遺
族
会
は
結
成
さ
れ
て
は
み
た
も
の
の
、
各
会
員
に
は
未
だ
遺
族
等
の
心

境
も
生
活
も
落
ち

つ
き
を
み
せ
て
い
な
い
時
で
も
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
祖

国
復
興
に
は
最
大
の
協
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
当
時
を
回
顧
す
れ
ば
感
慨
深
い
も

の
が
あ
る
。

ま
た
、
毎
年
盛
大
に
実
施
さ
れ
て
き
た
郡
内
各
町
遺
族
会
等
に
よ
る
慰
霊
祭
・

追
悼
法
要
に
、
会
長
は
郡
を
代
表
し
て
参
列
し
、
併
せ
て
県
本
部
に
よ
る
毎
年
の

諸
行
事
に
参
加
し

つ
つ
、
活
動
を
通
し
て
援
護
の
強
化
を
進
め
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
に
は
、
終
戦
三
十
五
周
年
創
立
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
十
一

月
十
日
音
戸
町
中
央
公
民
館
で
安
芸
郡
遺
族
大
会
が
盛
大
に
実
施
さ
れ
、
ま
た
、

終
戦
四
十
周
年
記
念
広
島
県
戦
没
者
追
悼
式
が
、
六
十
年
九
月
二
十

一
日
、
広
島

市
公
会
堂
で
実
施
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
安
芸
郡
遺
族
連
合
会
と
し
て
八
十
七
名

参
加
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
主
だ

っ
た
動
き
と
し
て
、
県
本
会
遺
族
会
館
改
装
の
趣
意
に
基
づ
き
、

会
員
か
ら
拠
出
を
行
っ
た
こ
と
や
、
婦
人
部
、
青
壮
年
部
が
県
本
会
の
指
導
等
に

よ
り
結
成
さ
れ
、
研
修
会
等
積
極
的
に
参
加
会
員
相
互
の
意
志
の
疎
通
を
図

っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

同
現
在
、
会
員
の
老
齢
化
は
進
み
、
減
少
の
一
途
を
辿

っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い

が
、
安
芸
郡
九
町
に
よ
り
正
会
員
六
八

O
名
青
壮
年
部
会
員
六
十
五
名
を
有
し
、
婦

人
部
・
青
年
部
各
部
長
が
研
修
諸
活
動
の
参
加
・
指
導
等
積
極
的
事
業
の
推
進
に
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
る
中
、
安
芸
郡
遺
族
連
合
会
と
し
て
、
遺
族
援
護
の
拡
充
・
改
善

に
会
員
の
福
祉
に
力
を
入
れ
な
が
ら
全
力
を
あ
げ
組
織
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

わ
が
国
は
、
平
和
文
化
国
家
と
し
て
再
出
発
し
て
い
る
訳
だ
が
、

そ
の
礎
と
し

て
散
っ
た
人
々

は
、
悲
惨
な
戦
争
犠
牲
者
で
あ

っ
た
事
に
思
い
を
致
せ
ば
致
す
ほ

ど
、
我
々
は
英
霊
を
追
悼
し
永
久
に
こ
れ
を
祭
杷
し
て
平
和
へ
の
決
意
を
強
く
せ
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ね
ば
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
過
去
の
教
訓
を
踏
ま
え
な
が
ら
援
護
全
般
に
わ
た

っ
て
会
員
の
福
祉

の
増
進
に
全
力
を
上
げ
つ
つ
、
本
会
の
組
織
の
強
化
を
図
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
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副
会
長
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頼
沢

忠
雄

(副
会
長
)

頼
沢

忠
雄

頼
沢

忠
雄

頼
沢

忠
雄
(
常
務
理
事
)

頼
沢

忠
雄

頼
沢

忠
雄

住

所

安
芸
郡
中
野
村

安
芸
郡
海
田
市

安
芸
郡
海
田
市

安
芸
郡
海
田
町

安
芸
郡
海
田
市

安
芸
郡
海
田
市

安
芸
郡
海
田
市

安
芸
郡
海
田
市

安
芸
郡
海
田
市

評
議
員
氏
名

梶
原

一
貫
(
組
才
)

梶
原

一
貫
(
印
才
)

行

武

静
子

頼
沢

忠
雄
(
監
事
)

行
武

静
子

行
武

静
子

(理
事
)

行
武

静
子

(理
事
)

丸
谷

義

曲

根

七
郎

行
武

静
子
(
理
事
)

丸
谷

義

曽
根

七
郎

行
武

静
子
(
理
事
)

丸
谷

義

野
村

省

行
武

静
子
(
常
務
理
事
)

丸
谷

義

野
村

省

行
武

静
子
(
常
務
理
事
)

丸
谷

義

野
村

省

住

所

安
芸
郡
瀬
野
川
村

安
芸
郡
瀬
野
川
村

安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
海
田
市

安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
江
田
島
町

安
芸
郡
倉
橋
町

安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
江
田
島
町

安
芸
郡
倉
橋
町

安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
江
田
島
町

安
芸
郡
倉
橋
町

安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
江
田
島
町

安
芸
郡
倉
橋
町

備

考

名
簿
だ
け
の
よ
う
で
す

名
簿
だ
け
の
よ
う
で
す

郡
婦
人
部
長

郡
会
長

婦
人
部
よ
り
理
事
に
就
任

婦
人
部
よ
り
理
事
に
就
任

婦
人
部
よ
り
理
事
に
就
任
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婦
人
部
よ
り
理
事
に
就
任

婦
人
部
よ
り
常
務
理
事
就
任

婦
人
部
よ
り
常
務
理
事
就
任
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一
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自
助

中
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北
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輝
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大
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太
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和
津
田
タ
マ
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平
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明
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大
呑
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太
郎

平
田

明
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大
呑
憲
太
郎

平
田

明
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安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
江
田
島
町

安
芸
郡
倉
橋
町

安
芸
郡
音
戸
町

安
芸
郡
下
蒲
刈
町

安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
坂
町

安
芸
郡
府
中
町

安
芸
郡
江
田
島
町

安
芸
郡
坂
町

婦
人
部
よ
り
常
務
理
事

婦
人
部
よ
り
常
務
理
事

婦
人
部
よ
り
常
務
理
事

婦
人
部
よ
り
常
務
理
事

的
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日

・
9
・
日
死
亡

郡
婦
人
部
長

中
石
氏
郡
会
長

郡
婦
人
部
長

日
・

3
・
口
和
津
田
氏
と
交
代

松
下
氏
郡
会
長

郡
婦
人
部
長

小
間
氏
郡
会
長
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安
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玉

、、、ェコ

島

私
、
婦
人
部
長
に
な
り
ま
し
て
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
、
今
頃
に
漸
く
分
り
始

め
た
有
様
で
す
。
私
、
町
の
婦
人
部
長
に
就
き
ま
す
ま
で
は
、
恩
給
と
は
当
然
国
に

て
お
り
ま
し
た
。

於
い
て
行
っ
て
い
る
も
の
と
ば
か
り
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
頂
い

郡
の
婦
人
部
長
に
な
り
ま
し
て
、
全
国
大
会
又
は
陳
情
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
、

こ
ん
な
に
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
っ

国
会
議
員
さ
ん
方
に
個
々
に
わ
た
り

議
員
会
館
の
議
員
室
に
頼
ん
で
廻
る
の
も
私
達
の
仕
事
な
の
か
?

選
挙
の
時
点
と

反
対
側
に
居
る
私
達
、
恩
給
の
増
額
は
、

や
む
得
な
い
の
で
し
ょ
う
。
前
例
の
と
お

り
に
行

っ
て

い
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
婦
人
部
長
の
仕
事
の

一
端
に

す
ぎ
な
い
事
な
の
で
し
ょ
う
。

私
、
郡
の
婦
人
副
部
長
に
な
り
ま
し
て
、
県
の
会
合
に
会
長
さ
ん
と
一
緒
に
出
席

安
芸
郡
江
田
島
町

郡
婦
人
部
長

郡
婦
人
部
長

郡
婦
人
部
長

評
議
員

1
名
減
員

い
た
し
ま
し
て
、
安
芸
郡
青
壮
年
部
会
員
一
名
な
の
に
驚
き
会
長
さ
ん
に
開
き
ま
し

て
「
入
会
す
る
方
が
い
な
く
て
困
っ
て
、

心
を
い
た
め
て
お
り
ま
す
」
と
淋
み
し
そ

う
に
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
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そ
う
だ
青
壮
年
部
会
員
に
は
何
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。
あ
で
あ

っ
た
。

彼
等
が

幼
少
の
頃
、

父
と
面
会
に
各
町
か
ら
、

町
長
又
は
民
生
課
の
方
々
が
東
京
へ
靖
国
神

社
に
父
と
会
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の
時
彼
等
は
目
を
輝
や
か
せ
て
連
れ
て
行
っ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
彼
等
が
青
壮
年
部
の
会
員
に
な
っ
て
頂
き
た
い
。
こ
れ

は
私
個
人
の
思
い
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
も
う
彼
等
は
先
に
頂
い
て
い
ま
す
。

郡
の
会
長
さ
ん
、
副
会
長
さ
ん
の
常
に
青
壮
年
部
が
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
の
で

す
。
何
時
も
な
ん
か

な
ん
と
か
、
が
|
|

郡
の
会
長
さ
ん
、
副
会
長
さ
ん
、
各
町
会
長
、
婦
人
部
長
の
会
同
の
際

一
人
な
の

で
増
そ
う
と
会
議
の
結
果
、
安
芸
郡
の
青
壮
部
は
出
来
上
り
ま
し
た
次
第
で
す
。
漸

く
青
壮
年
部
会
が
発
足
し
た
の
で
す
。
今
年
は
部
長
も
き
ま
り
安
芸
郡
青
壮
年
部
会

の
発
展
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

婦
人
部
長
、
青
壮
年
部
の
合
同
研
修
に
も
、
今
ま
で
は
小
さ
く
な

っ
て
坐
っ
て

お



り
ま
し
た
が

」
れ
で
各
市
郡
と
頭
が
揃
っ
た
の
で
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
青
壮
年
部

の
方
々
幼
少
の
頃
の
メ
リ
ッ
ト
を
思
い
だ
し
て
活
躍
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ボ
ル
ネ
オ
地
区
慰
霊
参
拝

安
芸
郡
遺
族
連
合
会
青
壮
年
部
長

H吋
邑

崎

伍

昭
和
十
九
年
二
月
十
九
日
、

父
、
呉
港
よ
り
、
ボ
ル
ネ
オ
に
。
母
、
見
送
る
。

昭
和
二
十
年
七
月
三
日
、

父
、
戦
死
通
報
あ
り
。

十
五
才
で
父
を
亡
く
し
、

母
、
妹
、
弟
四
人
の
悲
し
い
つ
ら
い
生
活
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、

い
つ
か
父
の
戦
地
ボ
ル
ネ
オ
に
合
い
に
行
く
事
が

一
生
の
念
願

で
し
た
。
母
も
苦
労
し
て
、
一
二
人
の
子
供
を
立
派
に
育
て
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
十

九
日
に
旅
立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
前
松
下
広
島
県
遺
族
会
長
様
の
お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
、
ボ
ル
ネ
オ

参
拝
の
念
願
が
実
現
と
な
り
、
去
る
昭
和
六
十
一
年
九
月
二
十
五
日
よ
り
三
十
日
ま

で
の
日
程
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
般
の
海
外
旅
行
と
は
違
い
、
感
慨
深
い
旅
で
す
。

い
よ
い
よ
広
島
を
離
れ

的
地
ボ
ル
ネ
オ
島
に
向
か
い
ま
し
た
。
飛
行
中
よ
り
見
お
ろ
し
ま
す
と
、
想
像
し
て

い
た
よ
り
も
島
も
海
も
美
し
く
、

や
さ
し
か

っ
た
父
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
思
い
出
し

ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
聞
に
目
的
地
コ
タ
キ
パ
ナ
ル
に
到
着
。
戦
没
記
念
碑
に
と

向
か
い
ま
し
た
。
記
念
碑
は
、
飛
行
途
中
に
見
え
た
、
海
岸
端
の
、

と
て
も
景
色
が

よ
い
所
に
あ
り
ま
し
た
。
故
人
の
好
物
を
お
供
え
し
、
参
拝
者
全
員
で
君
が
代
斉
唱
、

靖
国
神
社
の
唄
を
合
唱
し
、
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
に
会
い
に
来
ま
し
た
よ
。
ど
ん
な
に
か
家
族
の
こ
と
が
心
配
だ

っ
た
ろ

見
せ
て
や
り
安
心
し
ま
し
た
。

う
と
涙
が
あ
ふ
れ
で
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
亡
き
母
の
こ
と
も
報
告
し
、
写
真
も

り
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
本
当
に
念
願
が
か
な
い

平
和
な
今
の
日
本
が
あ
る
の
は
、
戦
争
の
尊
い
皆
様
の
犠
牲
の
お
か
げ
だ
と
心
よ

一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
旅

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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